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銭
融
堂
に
つ
い
て

1
陸
学
伝
承
の
一
形
態
1

O

石

田

和

夫

　
陸
象
山
（
一
＝
二
九
1
一
一
九
二
）
没
後
、
　
「
門
人
に
お
い
て
最
も
意
を
属
せ
し
者
は
、
た
だ
傳
六
二
の
み
」
・
（
象
山
全
集
巻
三
十
四
）

と
陸
象
山
自
ら
が
告
白
し
、
そ
の
将
来
を
嘱
望
し
た
傳
子
淵
を
中
心
と
す
る
椀
堂
｝
派
へ
の
陸
学
の
伝
承
は
結
実
せ
ず
、
そ
れ
に
代
っ
て
、

陸
学
は
事
実
上
、
楊
慈
湖
（
一
一
四
〇
1
一
二
二
五
）
・
蓑
面
面
二
一
四
四
一
一
二
二
四
）
の
二
人
を
中
心
と
す
る
所
謂
①
明
州
の
四

先
生
（
他
の
二
人
は
舗
斜
里
と
沈
定
川
）
へ
と
伝
承
さ
れ
、
　
「
塊
堂
の
学
、
吾
二
上
よ
り
盛
ん
な
る
は
な
し
。
而
し
て
江
西
は
反
っ
て
逮

ば
ず
。
　
（
中
略
）
甫
上
の
西
な
お
厳
陵
有
り
。
ま
た
一
大
支
な
り
」
　
（
高
息
起
案
巻
七
十
七
塊
堂
諸
儒
学
案
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
明

州
、
と
り
わ
け
漸
東
地
方
を
中
心
に
、
象
山
の
生
地
江
西
を
は
る
か
に
俊
ぐ
隆
盛
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
朱
子
晩
年
の
高
弟
慶
庵
漢
二
一
五
七
1
一
二
二
三
〕
ば
、
こ
の
楊
慈
湖
を
中
心
と
し
た
禅
ま
が
い
の
陸
学
の
隆
盛
に
対
し
「
象
山
の

学
、
全
く
禅
家
の
宗
旨
を
用
う
。
も
と
②
仏
照
よ
り
伝
来
し
、
人
を
し
て
惟
だ
終
日
静
坐
し
て
以
て
本
心
を
求
め
使
む
る
の
み
。
而
れ
ど

も
其
の
心
と
為
す
所
以
の
者
は
、
却
っ
て
形
体
の
霊
な
る
者
を
錯
認
し
て
以
て
天
理
の
妙
と
な
す
」
　
（
北
漢
全
集
第
四
門
巻
十
二
答
黄
先

之
）
と
批
判
を
加
え
、
格
物
一
段
の
工
夫
を
無
視
し
、
終
日
静
坐
す
る
だ
け
で
事
足
れ
り
と
す
る
象
山
亜
流
の
細
線
盛
行
の
弊
害
に
鑑
み

て
、
嘉
定
十
年
（
＝
二
七
）
厳
陵
に
於
て
「
道
学
膣
統
」
　
「
師
友
淵
源
」
　
「
用
功
節
目
」
　
「
読
書
次
第
」
と
題
す
る
四
篇
の
講
義
（
所

謂
「
厳
陵
講
義
」
r
北
漢
全
集
第
一
門
巻
一
所
収
）
を
行
い
、
陸
学
に
敢
然
と
対
抗
す
る
。
象
山
亜
流
の
陸
学
は
、
漸
江
地
方
に
於
て
そ

れ
ほ
ど
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
四
先
生
の
思
想
は
い
ず
れ
も
師
象
山
の
真
意
を
そ
の
ま
ま
伝
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
面
を
持
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
研
北
漢
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
静
的
な
方
面
の
拡
大
と
い
う
点
に
最
も
よ
く
示
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
明
州
の
四
先
生
以
降
、

陸
学
は
さ
ら
に
静
的
な
立
場
へ
と
移
行
し
、
そ
こ
を
接
点
と
し
て
、
朱
子
・
陸
象
山
の
折
中
習
合
を
図
る
傾
向
す
ら
示
す
に
至
る
。
’
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そ
こ
で
こ
の
小
論
で
は
、
か
か
る
傾
向
を
最
も
如
実
に
示
す
と
思
わ
れ
る
思
想
家
、
　
「
（
王
）
梓
材
案
ず
る
に
、
厳
陵
の
一
支
、
銭
融

堂
よ
り
し
て
盛
ん
な
り
」
　
（
宋
元
学
案
巻
七
十
七
）
と
さ
れ
る
愛
野
に
睡
る
陸
学
講
学
の
中
心
人
物
銭
斎
堂
を
取
り
上
げ
、
そ
の
思
想
を
、

象
山
・
慈
湖
と
の
比
較
を
加
え
な
が
ら
明
ら
か
に
し
、
明
州
の
四
先
生
以
降
、
陸
学
の
周
辺
に
如
何
な
る
思
想
が
培
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
思
想
は
陸
学
の
真
精
神
を
伝
え
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
等
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

⇔

　
「
銭
時
（
生
没
年
未
詳
、
但
し
資
料
か
ら
推
測
す
る
と
そ
の
活
躍
の
時
期
は
、
楊
慈
湖
よ
り
も
や
や
下
っ
た
頃
1
一
二
三
〇
年
前
後
1

と
思
わ
れ
る
〕
字
子
是
、
羅
馬
の
人
、
慈
愛
の
高
弟
、
書
を
読
む
に
世
儒
の
習
を
為
さ
ず
。
易
を
以
て
丁
銀
に
冠
せ
ら
れ
、
既
に
し
て
意

を
科
挙
に
絶
ち
理
学
を
究
晒
す
。
江
東
の
提
刑
蓑
蒙
斎
甫
、
象
山
書
院
を
建
て
、
招
い
て
講
席
を
主
さ
ど
ら
し
む
。
　
（
中
略
）
人
称
し
て

融
堂
先
生
と
為
す
」
　
（
国
史
巻
四
百
七
列
伝
百
六
十
六
）
以
上
が
銭
融
麗
な
る
人
物
の
紹
介
で
あ
る
。
ま
た
官
吏
と
し
て
、
　
「
秘
閣
校
勘
」

「
史
館
検
閲
」
　
「
江
東
帥
属
」
を
歴
任
し
て
い
る
。
　
（
同
上
〕
，

　
こ
の
他
銭
融
堂
に
つ
い
て
の
資
料
に
、
『
慈
湖
遺
書
』
巻
五
の
「
銭
子
妙
筆
誌
批
早
漏
墓
」
、
同
巻
三
の
「
承
和
誠
甫
（
融
堂
の
息
子
）

」
、
『
蒙
斎
集
』
巻
十
一
の
「
贈
銭
融
堂
詩
序
」
等
が
あ
る
。
　
「
岩
子
是
請
誌
批
徐
氏
墓
」
に
は
、
「
某
（
楊
慈
湖
）
淳
安
の
単
子
、
名

は
時
、
字
は
子
是
に
撃
て
至
契
あ
り
。
子
是
已
に
覚
る
。
惟
だ
な
お
微
し
く
凝
有
り
。
某
、
其
の
凝
を
劃
り
て
遂
に
清
明
間
な
く
、
内
外

な
く
、
始
終
な
く
、
作
止
な
く
、
日
用
光
照
、
精
神
澄
静
、
某
の
深
く
敬
愛
す
る
所
な
り
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
人
品
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
『
象
山
全
集
』
巻
三
十
六
年
譜
、
紹
定
五
年
二
二
三
二
）
の
条
に
「
慈
湖
門
人
銭
財
、
堂
長
（
象
山
書
院
）
た
り
て
教
を
主

さ
ど
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　
象
山
書
院
と
は
、
陸
学
を
天
下
に
広
む
べ
く
蓑
蒙
斎
に
よ
っ
て
紹
定
四
年
、
貴
漢
（
除
巌
）
に
設
立
さ
れ
た
書
院
で
あ
る
。
蓑
蒙
斎
は
「

象
山
書
院
記
」
　
（
蒙
界
層
巻
十
三
〕
を
自
ら
撰
し
、
そ
の
中
で
楊
慈
湖
・
蓑
桑
中
を
も
含
む
陸
学
の
隆
盛
を
た
た
え
た
が
、
象
山
書
院
は

正
に
慈
湖
没
き
あ
と
の
陸
学
講
学
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
。

　
以
上
の
よ
う
な
記
述
を
総
合
す
る
と
、
銭
融
堂
な
る
人
物
は
、
官
吏
と
し
て
も
、
思
想
家
と
し
て
も
華
々
し
い
活
躍
を
示
し
た
と
は
言

い
難
い
が
、
少
な
く
と
も
、
段
落
湖
以
降
の
陸
学
内
に
於
る
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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さ
て
次
に
銭
片
聾
の
著
作
を
み
て
み
よ
う
。
融
堂
に
は
所
謂
文
集
は
存
在
し
な
い
。
　
「
宋
史
」
に
よ
る
と
「
周
翠
煙
伝
」
　
「
尚
書
演
義
」

（
融
堂
書
翰
）
　
「
学
詩
管
見
」
　
「
四
書
管
見
」
　
「
春
秋
大
旨
」
　
「
両
漢
筆
記
」
　
「
蜀
阜
集
」
　
「
尊
母
記
」
　
「
百
行
品
等
集
」
等
の
著
作
が

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
四
書
管
見
」
　
（
四
庫
全
書
珍
本
初
集
部
五
経
総
早
智
）
　
「
融
堂
書
聖
」
　
（
早
早
全

書
珍
本
別
輯
）
　
「
両
漢
筆
記
」
　
（
船
庫
全
書
珍
本
初
集
部
）
の
三
書
の
み
で
あ
る
。
こ
の
他
彼
の
作
と
し
て
融
堂
撰
「
慈
湖
行
状
」
が
『

慈
湖
遺
書
』
（
宝
慶
三
年
撰
〕
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
四
書
管
見
』
に
は
、
紹
定
二
年
（
＝
一
二
九
）
出
版
に
際
し
て
の
自
序
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
少
時
、
簸
波
翁
に
論
語
・
大
学
・
中
庸
の
三
書
を
授
け
ら
れ
、
四
十
才
を
越
え
て
覚
る
所
が
あ
り
、
罫
書
を
読

み
返
し
て
注
釈
を
作
っ
た
。
そ
の
後
軍
湖
先
師
に
従
游
し
、
十
数
年
の
歳
月
を
経
、
こ
の
書
を
世
に
出
す
に
あ
た
っ
て
博
愛
を
加
え
、
音

訓
を
附
し
、
古
文
孝
経
二
十
二
章
を
加
え
『
四
書
管
見
』
と
題
し
て
世
に
示
し
た
」
と
記
さ
れ
、
彼
の
生
涯
に
渡
っ
て
の
学
問
の
変
遷
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
て
の
三
三
の
概
要
を
「
四
庫
提
要
」
に
沿
っ
て
示
し
て
み
よ
う
。

『
四
書
管
見
』

　
論
語
十
巻
、
孝
経
、
大
学
、
中
庸
各
一
巻
の
計
十
三
巻
か
ら
な
る
四
書
の
注
釈
書
で
あ
る
。
警
士
は
古
文
財
経
二
十
二
章
を
採
る
。
大

　
学
も
古
本
を
採
り
、
六
章
に
分
割
す
る
だ
け
で
経
文
と
伝
文
と
の
区
別
を
つ
け
な
い
。
各
章
の
終
り
に
そ
の
大
要
を
述
べ
る
が
ヤ
朱
子

　
が
錯
簡
あ
り
と
し
て
そ
の
配
列
を
変
え
た
部
分
を
「
先
儒
の
説
」
と
し
て
悉
く
否
定
す
る
。
ま
た
揚
慈
湖
は
大
学
の
八
条
目
を
「
身
と

　
心
と
を
判
ち
て
こ
れ
を
離
す
の
畢
生
に
露
わ
る
」
　
（
慈
湖
遺
書
巻
十
三
論
大
学
）
と
し
「
止
・
定
・
静
・
安
・
慮
・
得
」
の
段
階
を
「

　
膏
盲
の
病
」
　
（
同
上
）
と
し
て
斥
け
た
が
、
母
堂
は
八
条
目
、
「
止
・
定
・
静
・
安
・
慮
・
得
」
の
段
階
い
つ
れ
を
も
肯
定
す
る
。
論

　
語
は
穏
健
な
解
釈
で
、
朱
子
集
注
等
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
が
、
細
注
に
集
注
か
ら
の
引
用
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
中
庸
は
彼
の
思
想

　
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、
特
色
あ
る
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。

『
融
堂
三
三
』

　
頚
回
の
注
釈
書
。
完
全
な
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
q
　
「
零
丁
」
　
「
梓
材
」
　
「
秦
誓
」
の
三
篇
の
注
は
完
全
に
墨
な
わ
れ
て
お
り
、
　
「
説

　
命
」
　
「
受
刑
」
　
「
微
子
」
の
各
篇
の
注
も
部
分
的
に
欠
落
し
て
い
る
。
融
堂
の
注
釈
の
主
意
は
書
序
を
表
彰
す
る
こ
と
に
あ
る
。
各
号

　
の
込
め
に
書
序
の
大
旨
を
示
す
。
経
文
の
解
釈
は
部
分
的
に
益
獣
・
孔
安
国
・
張
九
成
等
の
説
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
一
家
の
説
だ
け
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を
依
り
所
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
解
釈
の
緻
密
さ
は
「
宋
人
経
解
中
の
特
出
せ
る
者
」
で
あ
る
。

『
両
漢
筆
記
』

　
司
馬
光
の
「
資
治
通
鑑
」
か
ら
文
章
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
綱
と
し
て
そ
の
後
に
論
断
を
加
え
る
。
前
半
の
数
巻
は
胡
寅
の
「
読
史
管
見
」

　
か
ら
影
響
を
受
け
て
お
り
、
董
仲
甜
の
対
策
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
道
の
大
原
は
天
で
は
な
く
心
に
あ
り
と
す
る
の
は
、
藩
学
の
宗

　
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
全
体
的
に
そ
の
著
作
を
判
断
す
る
と
、
揚
蓋
湖
か
ら
か
な
り
の
思
想
的
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
慈
湖
の
よ
う
な
大
胆
な
経
典
離

れ
の
傾
向
は
な
く
、
　
「
孝
経
」
　
「
大
学
」
に
企
て
古
文
を
採
っ
た
態
度
が
示
す
よ
う
に
、
む
し
ろ
経
典
尊
重
の
傾
向
が
強
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
三
三
に
よ
っ
て
融
堂
の
思
想
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

⇔

　
三
三
堂
の
思
想
の
中
心
は
心
で
あ
る
。

　
「
夫
子
曰
わ
く
『
心
の
精
神
是
を
聖
と
謂
う
』
と
。
本
心
も
と
聖
、
本
心
も
と
霊
、
生
き
て
人
と
為
り
死
し
て
鬼
神
と
為
る
は
一
な
り
。

　
形
の
見
る
べ
き
者
な
く
、
声
の
聞
く
べ
き
無
き
な
り
。
」
　
　
　
　
　
（
四
書
管
見
巻
十
三
・
八
丁
）

　
「
心
の
精
神
是
を
聖
と
謂
う
」
と
い
う
「
孔
里
子
」
　
（
記
問
篇
）
の
語
は
、
本
来
善
で
あ
り
、
正
で
あ
り
、
広
大
で
あ
り
、
神
明
で
あ

り
、
通
ぜ
ざ
る
所
な
き
心
の
絶
対
性
を
示
す
語
と
し
て
楊
珍
菓
に
よ
っ
て
表
彰
さ
れ
た
語
で
あ
る
が
、
銭
融
堂
も
こ
の
語
を
借
り
て
、
万

象
に
妙
応
ず
る
唯
一
絶
対
の
真
存
在
で
あ
る
心
を
主
張
す
る
。
し
か
も
こ
の
霊
妙
な
る
こ
と
窮
り
な
き
心
は
「
知
愚
を
間
つ
る
無
く
、
貴

騰
を
間
つ
る
無
く
、
古
今
を
間
つ
る
無
く
、
此
の
心
・
此
の
理
同
じ
」
　
（
四
書
管
見
巻
十
三
・
二
十
五
丁
）
と
し
て
万
人
に
等
し
く
附
与

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
人
間
は
本
来
等
し
く
聖
人
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
人
間
は
等
し
く
本
来
至
善
な
る
心
を
保
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
悪
を
犯
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
心
も
と
体
無
く
、
虚
明
に
し
て
照
ら
さ
ざ
る
所
無
し
。
物
の
誘
う
所
と
為
り
、
意
の
蔽
う
所
と
な
り
・
情
の
縦
い
ま
ま
と
す
る
所
と
為

　
り
て
昭
々
た
る
者
昏
々
た
る
な
り
。
」
　
、
　
ハ
四
書
管
見
巻
一
・
一
丁
）
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融
点
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
来
至
善
に
し
て
悪
の
な
い
本
心
が
、
物
欲
・
意
念
・
情
欲
等
の
非
本
来
的
要
素
に
蔽
い
眩
ま
さ
れ
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
意
念
・
物
欲
・
情
欲
等
の
非
本
来
的
要
素
は
、
本
心
の
公
に
対
し
て
、
私
と
い
う
中
正
を
得
て
い
な
い

心
の
状
態
を
言
ケ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
詰
ま
る
所
「
意
」
か
ち
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
意
」
は
正
に
諸
悪
の
根
源
な
の

で
あ
る
。

　
こ
の
「
意
」
を
契
機
と
し
て
本
来
一
つ
で
あ
る
べ
き
心
も
「
道
心
」
と
「
人
心
」
と
に
分
裂
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
意
に
動
け
ば
人
偽
に
入
る
。
之
を
人
心
と
謂
う
。
意
に
動
く
は
人
心
為
れ
ば
、
則
ち
本
心
即
道
な
る
を
知
る
。
之
を
道
心
と
謂
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
融
回
書
解
巻
二
・
十
一
丁
）

　
陸
象
山
は
、
「
人
心
惟
れ
危
く
、
道
心
惟
れ
微
な
り
」
と
す
る
『
書
経
』
（
大
禺
護
）
の
語
を
「
心
は
一
な
り
。
人
安
ん
ぞ
二
心
有
ら

ん
。
人
よ
り
し
て
言
え
ば
則
ち
曰
わ
く
、
惟
れ
危
し
と
。
道
よ
り
し
て
言
え
ば
則
ち
曰
わ
く
、
惟
れ
微
な
り
と
」
　
（
象
山
全
集
巻
三
十
四
）

と
し
て
「
人
心
」
　
「
道
心
」
の
分
裂
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
、
あ
く
ま
で
も
心
を
渾
一
的
全
体
と
し
て
捉
え
た
。
ま
た
二
二
と
同
じ
く
「

意
」
を
説
く
楊
南
湖
も
「
孚
と
光
と
正
と
は
、
も
と
為
事
に
非
ず
。
三
言
を
以
て
道
心
を
発
明
す
。
一
た
び
意
に
動
け
ば
則
ち
孚
な
ら
ず
、

光
な
ら
ず
、
正
な
ら
ず
、
之
を
人
心
と
謂
う
」
　
（
慈
湖
心
書
巻
七
汎
論
易
〕
と
い
う
よ
う
に
「
意
」
を
契
機
と
し
て
「
人
心
」
　
「
道
心
」

を
分
裂
さ
せ
る
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
　
「
意
」
は
全
く
虚
な
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
人
心
即
道
心
」

（
慈
湖
遺
書
巻
八
・
九
丁
）
と
し
て
心
の
分
裂
を
回
避
し
、
　
「
人
心
」
　
「
道
心
」
の
別
な
い
心
一
元
の
立
場
を
展
開
し
た
。

　
し
か
る
に
融
堂
は
、
人
間
が
悪
を
為
し
て
止
ま
な
い
現
実
に
着
眼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
た
だ
単
に
「
意
」
を
虚
妄
で
あ
る
と
し
て
顧
み

な
い
の
で
は
な
く
、
人
間
を
あ
く
ま
で
も
「
意
」
に
蔽
わ
れ
や
す
い
現
実
的
存
在
で
あ
る
と
し
、
人
間
の
心
を
、
そ
の
本
来
の
姿
と
し
て

の
「
道
心
」
と
現
実
的
存
在
と
し
て
の
「
人
心
」
と
の
二
方
面
に
分
け
て
捉
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
「
意
」
に
蔽
わ
れ
て
あ
る
中
正
を
失
っ
た
現
実
的
存
在
で
あ
る
「
人
心
」
か
ら
、
本
来
の
不
偏
不
直
な
る
「
道

心
」
に
復
帰
す
べ
く
着
実
な
工
夫
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
最
も
主
要
な
も
の
が
「
敬
」
の
工
夫
で
あ
る
。

「
核
提
の
童
も
そ
の
親
を
愛
す
る
を
知
る
。
も
と
未
だ
始
め
よ
り
孝
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
ろ
な
り
。
惟
だ
敬
せ
ざ
る
が
故
に
こ
れ
を
失
う
。

　
敬
す
れ
ば
私
意
断
絶
し
、
本
心
昭
融
に
し
て
神
明
に
通
じ
、
四
海
に
細
く
、
通
ぜ
ざ
る
所
な
し
。
」
（
四
書
管
見
巻
一
．
十
丁
）

　
「
敬
」
の
工
夫
は
、
程
々
以
来
③
程
朱
学
派
に
於
て
為
学
の
工
夫
の
中
核
と
し
て
、
そ
の
思
想
の
中
に
組
み
込
ま
れ
尊
重
さ
れ
て
き
た
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工
夫
で
あ
っ
た
。

　
陸
学
に
立
て
も
、
そ
れ
は
本
質
的
に
な
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
　
「
持
敬
の
字
は
後
来
の
杜
撰
」
　
（
象
山
全
集
巻
三

十
四
）
と
象
山
が
い
い
、
　
「
放
濫
な
ら
ざ
る
の
心
（
敬
）
層
は
即
ち
欺
闇
な
ら
ざ
る
の
心
（
信
）
、
乃
ち
庸
常
平
正
の
心
」
　
（
慈
湖
遺
書
甲

高
砦
争
訟
請
書
）
と
慈
湖
が
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
改
め
て
取
り
上
げ
る
必
要
の
な
い
、
心
そ
の
も
の
が
有
す
ろ
属
性
の
一
つ
に
す
ぎ
な

い
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
思
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
融
堂
は
「
意
を
起
さ
な
い
」
と
い
う
工
夫
を
「
敬
」
と
結
合
さ
せ
「
聖
学
の
工
夫
、
全
く
敬
上
に
在
り
」
　
（
融
望
楼
解
巻
一

・
二
丁
）
と
し
て
「
敬
」
の
工
夫
を
自
「
ロ
の
学
問
の
中
枢
に
位
置
づ
け
る
。

　
さ
ら
に
工
夫
と
し
て
、
　
「
敬
」
　
（
徳
性
酒
男
の
工
夫
〕
に
加
え
、
そ
れ
を
よ
り
堅
固
な
も
の
へ
と
す
べ
く
「
道
官
学
」
の
工
夫
が
合
わ

せ
て
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
徳
性
に
於
て
尊
ぶ
所
を
知
れ
ば
大
本
立
つ
。
然
れ
ど
も
下
学
に
非
ざ
れ
ば
、
そ
の
尊
き
所
以
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
書
管
見
三
十
三
・
四
十
一
丁
）

　
そ
こ
に
は
雑
学
の
過
度
の
「
尊
徳
性
」
重
視
の
傾
向
を
拒
ん
で
、
　
「
道
問
学
」
　
「
尊
徳
性
」
の
兼
用
を
主
張
す
る
朱
子
に
対
し
「
元
晦

両
短
を
去
り
て
、
年
長
を
合
せ
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
も
吾
以
為
へ
ら
く
、
不
可
な
り
。
既
に
尊
徳
性
を
知
ら
ず
し
て
、
焉
ん
ぞ
所
謂
道
問

学
有
ら
ん
」
　
（
象
山
全
集
巻
三
十
四
）
と
の
批
判
を
浴
せ
、
大
本
と
し
て
の
「
尊
徳
性
」
に
す
べ
て
を
傾
申
す
る
象
山
の
主
張
は
全
く
受

け
継
が
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
「
道
問
丸
」
　
「
尊
徳
性
」
兼
用
の
傾
向
は
、
そ
の
知
識
論
（
格
物
論
）
如
何
に
よ
っ
て
は
陸
学
か
ら
遠
ざ
か
り
、
む
し
ろ

朱
子
学
に
非
常
に
接
近
し
た
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
客
観
界
の
万
事
万
物
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
一
々
に
即
い
て
そ
の
物
の
有
す
る
「
理
」
を
窮
め
尽
す
と
い
う
程
伊
川
の
「
理
｝
分
殊
」
に

基
づ
く
、
主
知
主
義
的
格
物
窮
理
論
に
対
し
、
陸
象
山
は
「
（
我
が
心
に
備
わ
る
）
物
理
を
研
究
す
る
の
み
」
　
（
象
山
全
集
巻
三
十
五
）

と
し
、
楊
慈
湖
も
「
格
に
は
去
の
義
あ
り
。
其
の
物
を
格
去
す
る
の
み
。
　
（
中
略
）
格
物
の
論
、
吾
心
中
の
事
を
論
ず
」
　
（
慈
湖
遺
書
巻

立
論
論
語
）
と
し
て
、
格
物
窮
理
を
程
濁
流
の
分
別
意
識
に
基
づ
く
そ
れ
と
一
線
を
画
す
べ
く
心
の
鍛
練
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
外

的
な
事
物
に
即
し
て
行
な
う
格
物
窮
理
は
、
却
っ
て
主
体
の
分
裂
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
陸
学
の
こ
の
格
物
論
は
、
朱
里
雪
思
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想
の
相
違
の
端
的
な
指
標
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
銭
融
堂
の
格
物
論
は
如
何
な
る
主
張
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
格
物
と
は
、
善
を
明
ら
か
に
す
る
の
謂
な
り
。
其
の
知
を
致
す
所
以
な
り
。
故
に
致
知
は
格
物
に
在
り
と
卜
う
。
こ
の
物
や
、
混
成
し

　
て
顧
く
る
な
く
、
範
囲
す
る
こ
と
平
な
し
。
是
を
太
極
と
謂
う
。
是
を
こ
れ
｝
と
謂
う
。
至
精
・
至
粋
・
至
明
・
至
霊
・
至
大
・
至
中

　
に
し
て
、
之
を
至
善
と
謂
う
α
先
知
先
覚
は
、
正
に
こ
こ
に
在
り
。
外
物
に
非
ざ
る
な
り
。
流
を
尋
ね
末
を
逐
い
、
模
擬
端
量
し
、
事

　
事
に
し
り
て
求
め
、
物
々
に
し
て
警
め
、
量
る
後
に
之
を
格
と
謂
う
に
は
非
ざ
る
な
り
。
凡
そ
意
見
に
蔽
わ
る
れ
ば
、
是
に
似
て
非
、
聡

　
明
に
思
せ
ら
る
れ
ば
邪
を
認
め
て
正
と
尊
し
て
、
其
の
端
的
を
蕾
む
る
能
わ
ざ
る
は
、
皆
未
だ
以
て
格
と
言
う
可
か
ら
ざ
る
な
り
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
書
管
見
巻
十
二
二
二
丁
）

　
格
物
と
は
、
外
界
の
事
物
に
即
し
て
そ
の
物
の
理
を
窮
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
主
体
と
客
体
と
が
分
裂
し
た
状
態
に
於
て
な
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
万
象
の
主
宰
た
る
一
心
に
於
て
、
そ
の
本
有
の
善
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
こ
の
主
張
は
、
程
朱
流

の
格
物
論
と
は
明
確
に
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
格
物
に
関
連
し
て
知
識
を
論
ず
る
に
際
し
て
も
、
分
別
意
識
に
基
づ
く
知
・
「
不
知
で
あ
る
な
ら
ば
「
愈
知
れ
ば
、
愈
獲
る
」
　
（

慈
湖
遺
書
巻
四
）
と
し
、
無
知
こ
そ
が
聖
人
の
真
知
に
他
な
ら
な
い
（
同
上
巻
十
一
）
と
す
る
楊
細
筆
の
知
識
論
を
継
承
し
、
無
意
に
基

づ
く
「
無
知
の
妙
」
　
（
四
書
管
見
巻
五
）
、
一
な
る
「
真
知
」
等
を
主
張
す
る
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
内
融
堂
の
「
道
問
学
」
尊
重
の
姿

勢
は
、
実
質
と
し
て
陸
学
の
主
張
に
背
く
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
三
蓋
の
立
場
か
ら
は
ど
う
し
て
も
許
容
で
き
な
い
主
張
も
存
在
す
る
。
　
「
已
発
」
　
「
未
発
」
の
分
裂
を
認
め
、
　
「
未
発
」
に

於
る
存
養
を
工
夫
の
核
と
す
ろ
主
張
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
v
之
を
中
と
謂
う
。
寂
然
と
し
て
不
動
な
る
者
な
り
。
故
に
大
本
と
日
う
。
発
し
て
皆
節
に
中
る
、
之
を

　
和
と
謂
う
。
感
じ
て
遂
に
天
下
の
故
に
通
ず
る
者
な
り
。
故
に
達
道
と
日
う
。
中
な
れ
ば
則
ち
和
す
。
和
な
れ
ば
則
ち
中
に
非
ざ
る
無

　
し
。
中
の
外
、
別
に
所
謂
和
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
観
ず
る
に
大
本
の
二
字
、
量
に
溢
れ
流
を
尋
ね
末
を
逐
う
者
の
知
る
黒
き
所
な
ら

　
ん
や
。
学
者
往
々
に
し
て
、
喜
怒
哀
楽
未
だ
発
せ
ざ
る
の
先
に
於
て
、
力
を
用
い
る
所
以
の
地
を
知
ら
ず
し
て
、
但
だ
節
に
中
る
を
既

　
に
発
す
る
の
後
に
求
む
る
の
み
。
点
れ
猶
お
根
無
き
の
木
、
源
無
き
の
水
の
ご
と
し
。
其
の
流
行
し
て
暢
茂
す
る
を
望
む
も
、
是
の
理
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無
き
な
り
。
　
（
四
書
管
見
巻
十
三
二
二
丁
）

　
「
未
発
」
に
於
る
工
夫
こ
そ
が
万
事
の
大
本
で
あ
る
と
す
る
こ
の
主
張
は
、
「
疑
心
」
　
「
未
発
」
の
分
裂
を
分
別
意
識
と
し
て
排
斥
す

る
楊
慈
湖
の
立
場
贈
呈
湖
遺
書
巻
十
三
〕
と
も
異
な
る
し
、
朱
子
の
「
性
即
理
」
に
対
し
、
敢
え
て
「
心
良
理
」
を
主
張
し
、
　
「
已
還
・

未
発
」
を
貫
通
し
た
現
在
の
一
瞬
に
全
力
を
投
入
す
る
象
山
の
動
的
な
立
場
と
も
、
明
確
に
一
線
を
画
す
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
未
発
主

義
に
、
先
の
「
敬
」
の
主
張
を
加
え
、
さ
ら
に
「
心
実
に
未
だ
嘗
っ
て
動
か
ざ
る
な
り
」
　
（
面
谷
書
解
巻
縮
・
七
丁
）
と
い
う
主
張
を
見

る
時
、
そ
れ
は
性
を
未
発
と
し
、
性
の
み
を
理
と
相
即
さ
せ
る
朱
子
の
静
的
な
立
場
に
非
常
に
近
似
し
た
も
の
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

　
未
発
の
場
に
漏
る
大
本
の
確
立
と
い
う
工
夫
論
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
「
己
発
」
、
つ
ま
り
日
常
現
実
の
場
に
於
て
、

そ
の
大
本
を
活
か
す
手
段
と
し
て
如
何
な
る
方
法
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
喜
怒
哀
楽
、
発
し
て
皆
節
に
中
る
。
之
を
和
と
謂
う
。
此
れ
即
ち
礼
の
礼
た
る
所
以
な
り
。
」
　
（
四
書
管
見
巻
一
・
六
丁
）

　
つ
ま
り
、
　
「
未
発
」
に
於
る
大
本
の
確
立
は
、
　
「
己
発
」
の
場
に
乾
て
、
礼
と
い
う
恰
好
の
依
り
処
を
待
っ
て
、
始
め
て
現
象
の
多
様

性
に
目
を
眩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
物
事
を
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
重
て
礼
は
「
礼
と
は
即
ち
天

則
の
瞼
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
」
　
（
同
上
巻
二
・
六
丁
）
と
し
て
、
心
の
検
証
を
経
る
こ
と
な
く
、
天
に
よ
っ
て
預
め
そ
の
権
威
が
保
証

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
に
は
「
礼
と
は
断
々
乎
と
し
て
人
心
の
自
有
す
る
所
に
し
て
外
恕
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
」
　
（
慈
京
表
書
巻
二
・
三
十
三
丁
）
と

し
て
礼
の
外
的
規
制
に
対
す
る
自
主
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
皇
位
流
の
苦
心
は
見
ら
れ
ず
、
　
「
礼
者
理
也
」
　
（
二
程
全
書
巻
十
二
・
十
・

丁
〕
と
し
て
礼
を
そ
の
ま
ま
天
理
の
具
現
と
し
て
捉
え
ろ
朱
子
学
の
考
え
方
が
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
心
外
に
於
る
権
威
の
肯
定
と
い
う
傾
向
を
延
長
し
て
、
融
堂
は
、
心
学
の
路
線
と
は
か
な
り
趣
き
を
異
に
す
る
独
自
の
経

典
観
を
展
開
す
る
。

「
聖
人
経
を
作
っ
て
以
て
世
に
垂
れ
、
後
に
詔
ぐ
は
、
空
言
に
非
ず
。
大
義
を
明
ら
か
に
し
、
万
世
の
人
道
の
標
準
を
示
す
所
以
な
り
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
両
漢
筆
記
三
五
）

　
こ
の
語
は
、
彼
の
著
作
に
窺
わ
れ
る
経
典
尊
重
の
態
度
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
所
謂
④
新
儒
学
と
は
、
経
典
の
権
威
か
ら
の
解
放
、
自
己
の
思
想
を
展
開
せ
ん
が
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
の
自
由
な

経
典
解
釈
が
一
つ
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
　
「
学
怪
し
く
も
本
を
知
れ
ば
、
六
経
は
皆
我
が
註
脚
な
り
」
　
（
象
山
全
集
巻
三
十
四
）

と
し
て
、
従
来
の
経
典
観
を
転
換
さ
せ
、
一
切
の
経
典
の
権
威
を
拒
否
し
た
陸
象
山
は
、
そ
の
最
先
端
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
楊

慈
湖
も
こ
の
象
山
の
立
場
を
引
き
継
ぎ
、
心
の
註
脚
と
し
て
の
経
典
を
自
由
に
駆
使
し
、
自
己
の
主
張
に
合
致
し
な
い
経
文
を
「
聖
人
の

言
に
非
ず
」
　
「
聖
人
の
旨
に
非
ず
」
と
し
て
悉
く
否
定
し
、
遂
に
は
「
論
語
を
記
す
者
、
固
に
以
て
聖
人
の
至
言
を
知
る
に
足
ら
ず
」
　
（

慈
湖
遺
書
巻
十
）
と
い
い
、
さ
ら
に
「
思
慮
を
以
て
得
べ
か
ら
ず
、
言
語
を
以
て
索
む
べ
か
ら
ず
。
孔
子
巳
む
を
得
ず
し
て
言
へ
る
な
り
」

（
同
上
巻
】
春
秋
三
三
）
と
し
、
真
理
は
言
語
表
現
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
言
し
て
禅
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
経
典
の
権
威
か
ち
の
解
放
は
心
学
流
派
に
於
て
は
不
可
欠
の
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
鞘
堂
は
、
　
「
人

道
の
標
準
」
と
し
て
無
条
件
に
そ
の
権
威
を
是
認
し
、
　
「
先
聖
の
経
」
を
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
絶
対
の
依
り
処
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
　
（
聖

堂
書
解
三
五
・
十
一
丁
〕

　
礼
で
あ
れ
、
経
典
で
あ
れ
、
心
の
検
証
を
経
ず
し
て
そ
の
権
威
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
本
来
自
由
な
る
心
が
礼
・
経
典
に
よ
っ
て
、
却

っ
て
そ
の
自
由
を
拘
束
さ
れ
か
ね
な
い
危
険
を
孕
む
も
の
で
あ
り
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
一
心
を
万
事
の
主
宰
と
す
る
中
学
か
ら
み

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
主
体
た
る
心
の
畏
縮
を
意
味
す
ろ
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
岩
壁
の
主
張
は
非
常
に
篤
実
で
、
正
に
所
謂
正
統
儒
家
的
な
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
陸
象
山
は
嘗
っ
て
「
こ
れ
義
、
こ
れ
公
な
る
が
故
に
世
を
経
む
。
こ
れ
利
、
こ
れ
私
な
る
が
故
に
世
を
出
づ
。
儒
者
は
無
声
無
臭
。
無

方
無
体
に
至
る
と
錐
も
皆
世
を
凄
む
る
を
主
と
す
。
釈
氏
は
、
鑑
未
来
際
普
く
こ
れ
を
度
す
と
錐
も
皆
世
を
出
つ
る
を
主
と
す
」
　
（
象
山

全
集
巻
二
・
与
王
順
伯
）
と
し
て
、
義
公
と
私
利
・
経
世
と
出
世
を
以
て
世
世
を
戴
然
と
弁
じ
、
同
時
に
経
世
と
い
う
一
点
に
す
べ
て
を

注
ぐ
儒
家
と
し
て
の
自
ら
の
立
場
を
明
確
に
示
し
た
。

　
そ
れ
で
は
銭
融
堂
は
如
何
な
る
異
端
観
を
以
て
三
三
を
弁
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
釈
氏
は
虎
穴
魔
宮
皆
な
仏
事
た
り
。
淫
坊
酒
器
、
書
く
是
れ
道
場
な
り
。
渠
の
所
謂
任
意
縦
横
も
亦
た
心
の
欲
す
る
所
に
従
う
も
、
こ

　
れ
を
矩
を
瞼
え
ず
と
謂
い
て
可
な
る
か
。
矩
を
誓
え
ざ
る
は
吾
が
聖
人
世
を
経
む
る
所
以
、
皇
極
を
建
つ
る
所
以
な
り
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
書
管
見
巻
一
・
九
丁
）
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た
し
か
に
「
経
世
」
を
以
て
自
ら
任
ず
る
立
場
は
象
山
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
「
其
の
三
家
の
均
し

く
有
す
る
所
と
な
れ
る
者
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
た
其
の
至
れ
る
者
に
は
非
ざ
る
な
り
」
　
（
象
山
全
集
巻
二
型
着
順
伯
）
と
し
て
自
ら

の
立
場
を
門
戸
に
よ
っ
て
限
ら
な
い
、
視
野
の
広
い
象
山
の
見
解
は
見
ら
れ
ず
。
．
「
瞼
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
矩
」
を
預
め
設
定
し
て
釈
氏
を
排

斥
す
る
と
共
に
、
自
ら
を
も
そ
の
枠
の
中
に
組
み
込
む
結
果
を
生
じ
て
い
る
。

　
以
上
銭
融
堂
の
思
想
を
概
観
し
て
き
だ
が
、
彼
の
未
発
主
義
、
天
理
の
具
現
と
し
て
の
礼
至
上
主
義
、
あ
る
い
は
独
自
の
経
典
観
等
は
、

思
想
の
安
定
性
と
い
う
面
で
は
そ
れ
な
り
の
特
徴
を
も
つ
が
、
喜
喜
の
真
意
か
ら
は
大
き
く
逸
脱
す
ろ
思
想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
一
応
陸
学
の
伝
統
を
受
け
つ
ぎ
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
朱
子
学
的
な
特
徴
を
示
す
思
想
を
持
つ
に
至
る
原
因
は
、
一
体
ど
こ

に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

圃（

　
陸
象
山
は
、
朱
子
と
の
間
に
、
学
問
の
正
邪
を
弁
別
す
べ
く
二
つ
の
大
論
争
を
行
っ
た
。
一
つ
は
象
山
三
十
七
才
の
時
、
呂
東
莱
の
斡

旋
に
よ
り
、
老
兄
復
斎
と
共
に
江
西
開
山
の
鵡
湖
寺
に
於
て
、
朱
子
と
一
堂
に
会
し
て
行
な
っ
た
所
謂
鵡
湖
の
会
で
の
そ
れ
で
あ
り
、
今

一
つ
は
、
象
山
五
十
才
の
年
に
朱
子
宛
の
書
簡
に
端
を
発
し
て
行
な
わ
れ
た
所
謂
「
無
極
太
極
論
争
」
で
あ
る
。
こ
の
弔
事
に
関
し
て
は
、

今
さ
ら
改
め
て
言
う
べ
き
こ
と
は
な
い
。

　
こ
の
両
者
の
根
本
的
な
対
立
の
他
に
、
個
別
的
な
問
題
と
し
て
、
朱
子
か
ら
陸
象
山
に
対
し
て
な
さ
れ
た
「
論
語
」
　
（
顔
淵
篇
首
立
命
）

の
⑤
「
克
己
復
礼
」
観
に
関
す
る
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
陸
子
静
、
克
己
復
礼
を
説
き
て
云
ふ
、
群
れ
青
函
利
欲
の
類
に
克
ち
去
る

に
あ
ら
ず
。
別
に
自
ら
箇
の
克
つ
処
有
り
と
」
　
（
朱
子
語
類
巻
百
二
十
四
・
六
丁
）
、
あ
る
い
は
「
而
今
、
克
己
復
礼
の
「
段
を
誤
断
す
」

（
同
上
・
十
五
丁
）
等
の
語
に
見
ら
れ
る
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
。
・

　
と
こ
ろ
が
、
今
「
象
山
全
集
」
に
見
る
か
ぎ
り
、
こ
の
朱
子
の
批
判
に
沿
う
、
象
山
流
の
「
克
己
」
観
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む

し
ろ
、
象
山
は
「
己
私
の
累
、
大
勇
に
非
ざ
れ
ば
克
つ
能
わ
ず
」
　
（
象
山
全
集
巻
十
与
黄
康
年
）
と
し
て
、
己
1
一
己
私
と
解
し
、
身
の
私

欲
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
実
践
的
工
夫
と
し
て
そ
れ
を
捉
え
、
さ
ら
に
「
学
者
の
大
病
は
師
心
自
用
に
在
り
、
師
心
自
用
す
れ
ば
克
己
す
る

能
わ
ず
、
言
を
聞
く
能
わ
ず
」
　
（
同
上
巻
三
脚
張
輔
之
）
と
し
て
、
克
己
を
私
意
放
縦
の
独
断
的
立
場
を
回
避
す
べ
く
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

「6
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工
夫
と
し
て
位
置
づ
け
た
ρ

　
し
て
み
る
と
朱
子
の
象
山
批
判
は
何
の
根
拠
も
な
い
中
傷
と
も
な
り
か
ね
な
い
が
、
実
は
明
確
な
理
由
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
克
己
観
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
善
悪
観
に
よ
っ
て
か
な
り
の
幅
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
孟
子
に
端
を
発
す
る
「
性
善
説
」
を
大
成
し
、
　
「
性
即
理
」
を
主
張
す
る
朱
子
に
と
っ
て
、
　
「
己
私
を
克
ち
書
す
」
　
（
二
程
全
書
巻
二

十
四
）
と
い
う
程
子
以
来
の
克
己
観
は
、
悪
へ
の
傾
向
性
を
有
す
る
「
情
」
か
ら
至
善
な
る
「
性
」
へ
の
復
帰
を
要
請
す
る
、
正
に
恰
好

の
主
張
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
陸
象
山
は
「
人
も
ま
た
善
あ
り
、
悪
あ
り
。
天
も
ま
た
善
あ
り
、
悪
あ
り
。
宣
に
善
を
以
て
皆
こ
れ
を
天
に
帰
し
、
悪

は
皆
こ
れ
を
人
に
帰
す
ぺ
け
ん
や
」
　
（
象
山
全
集
巻
三
十
五
）
と
し
て
、
善
悪
い
つ
れ
を
も
渾
一
的
に
有
す
る
心
の
立
場
に
立
ち
、
固
定

的
善
悪
観
を
斥
け
た
。
こ
の
象
山
の
立
場
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
　
「
克
己
」
は
先
に
示
し
た
よ
う
に
重
要
な
主
張
に
は
違
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
あ
ま
り
に
執
着
す
る
こ
と
は
、
却
っ
て
心
の
自
由
を
犯
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
－
つ
た
。

　
は
た
し
て
Y
象
山
の
こ
の
よ
う
な
善
悪
観
を
一
層
徹
底
さ
せ
た
楊
慈
湖
に
至
っ
て
、
程
朱
流
の
克
己
観
と
の
対
立
の
様
相
を
一
段
と
露

呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
克
に
二
訓
有
り
。
能
な
り
、
勝
な
り
。
左
氏
謂
う
、
楚
の
霊
王
、
自
ら
克
つ
能
わ
ず
と
。
継
い
で
孔
子
の
「
克
己
復
礼
」
の
言
を
以
て

．
謹
と
為
す
。
是
れ
克
を
謂
い
て
勝
と
為
す
。
誉
れ
ど
も
未
だ
必
ず
し
も
孔
子
の
本
旨
果
し
て
認
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
顔
子
轟
然
の

　
質
を
以
て
、
加
う
る
に
屡
空
の
学
を
以
て
す
る
も
、
未
だ
過
無
き
に
至
る
能
は
ず
。
過
も
亦
た
微
な
り
。
何
ぞ
克
を
倹
ち
て
之
に
勝
た

　
ん
。
詩
書
に
写
す
る
所
、
多
く
克
を
以
て
能
と
為
す
。
況
ん
や
こ
こ
に
孔
子
又
継
い
で
、
仁
を
為
す
は
己
に
由
る
と
日
う
お
や
。
殊
に

　
其
の
己
に
公
図
す
る
の
意
無
し
。
且
つ
一
の
己
の
字
、
二
義
無
き
な
り
。
大
な
る
哉
己
や
。
孔
子
よ
り
し
て
こ
の
か
た
、
今
に
至
る
ま

　
で
、
千
有
鯨
歳
、
其
の
解
を
知
る
者
幽
し
。
己
は
も
と
過
無
く
、
も
と
天
地
と
一
た
り
。
赤
た
能
く
天
地
を
範
寒
し
、
亦
た
能
く
万
物

　
を
発
育
す
。
独
り
聖
人
の
み
此
れ
有
る
に
あ
ら
ず
。
点
れ
人
皆
挙
り
。
尭
舜
と
人
と
同
じ
き
の
み
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慈
湖
遺
書
巻
十
一
・
二
十
九
丁
）

　
「
克
」
を
「
能
」
と
す
る
注
釈
は
、
解
釈
史
的
に
見
る
な
ら
は
「
復
は
反
な
り
、
身
能
く
礼
に
反
れ
ば
則
ち
仁
と
な
る
な
り
」
と
す
る

孔
安
国
注
の
復
活
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
単
に
楊
慈
湖
の
博
識
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
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し
か
し
、
宋
学
に
躍
る
程
朱
流
の
己
1
1
己
私
と
し
て
、
身
の
私
欲
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
克
己
観
の
絶
対
的
優
位
を
踏
ま
え
て
考
え
る
時
、

勝
つ
べ
き
過
な
ど
あ
り
は
し
な
い
と
す
る
彼
の
⑥
克
己
観
は
注
目
に
値
い
す
る
。
こ
の
彼
の
克
己
観
は
、
慈
湖
独
自
の
思
想
的
立
場
に
基

づ
く
善
悪
観
に
依
る
。

　
楊
導
引
は
、
さ
ま
ざ
ま
⑦
な
点
に
於
て
師
機
器
の
立
場
を
彼
な
り
に
深
め
た
。
本
体
論
に
嘗
て
も
彫
り
で
あ
る
。
彼
は
「
見
る
可
か
ら

ざ
る
「
者
」
　
（
同
上
巻
七
己
易
）
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
日
常
現
実
の
場
に
上
る
善
悪
・
本
末
・
虚
実
等
の
相
対
的
差
別
を
解
消

し
、
何
物
に
も
動
揺
し
な
い
絶
対
主
体
の
確
立
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
善
悪
観
に
於
て
も
「
吾
が
心
当
だ
嘗
っ
て
是
非
利
害
有
ら
ざ
る

も
、
未
だ
嘗
っ
て
是
非
利
害
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
」
　
（
同
上
巻
二
手
四
記
）
と
い
う
主
張
を
生
じ
、
　
「
意
」
に
よ
っ
て
眩
ま
さ
れ
て
あ
る
悪

は
、
単
な
る
無
知
無
明
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
永
遠
の
本
来
的
立
場
に
立
つ
か
ぎ
り
㍉
克
つ
べ
き
過
な
ど
存
在
し
な
い
と
断
ず
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
象
山
・
分
裂
い
つ
れ
の
場
合
も
、
そ
の
善
悪
観
の
相
違
に
よ
っ
て
、
朱
子
と
の
間
に
克
己
観
の
対
立
を
生
じ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
あ
る
意
味
で
の
楽
天
的
な
善
悪
観
は
陸
学
の
朱
子
学
に
対
す
る
大
き
な
特
徴
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
融
堂
は
如
何
な
る
善
悪
観
に
基
づ
い
て
克
己
観
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

コ
仁
は
即
ち
人
の
本
心
な
り
。
心
は
も
と
虚
明
、
無
方
無
体
に
し
て
天
地
を
範
囲
す
。
其
の
大
な
る
こ
と
外
無
し
。
只
だ
我
有
る
が
た
め

　
に
始
め
て
重
く
、
始
め
て
急
き
、
天
則
の
外
に
放
逸
に
し
て
本
心
蝕
ま
る
。
大
凡
そ
意
念
各
の
同
じ
か
ら
ざ
る
と
錐
も
、
未
だ
我
の
上

　
従
り
起
ら
ず
ん
ば
有
ら
ざ
る
な
り
。
我
有
れ
ば
則
ち
百
邪
交
ご
も
饗
し
、
我
無
け
れ
ば
百
念
皆
空
な
り
。
是
の
故
に
克
を
貴
ぶ
。
己
克

　
て
ば
則
ち
心
も
と
悪
無
く
、
天
則
瞼
ゆ
べ
か
ら
ず
。
所
謂
復
礼
な
り
。
復
礼
の
外
、
又
た
仁
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
復
礼
は
即
ち
仁
を

　
為
す
所
以
な
り
。
」
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
書
管
見
巻
六
・
十
二
丁
）

　
己
我
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
不
断
の
工
夫
が
、
復
礼
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
彼
の
克
己
観
に
は
、
　
「
性
に
不
善
有
る
な
し
」
　
（
四
書
管
見

巻
斗
・
十
六
丁
）
と
す
る
「
性
善
説
」
が
明
確
に
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
前
章
に
見
た
彼
の
思
想
は
、
終
始
こ
の
立
場
に
沿
っ
て

主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
立
場
が
、
　
「
意
」
に
蔽
わ
れ
て
あ
る
悪
（
人
心
）
は
虚
妄
な
も
の
で
は
な
く
、
一
刻
も
早
く

克
服
す
べ
き
実
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
生
じ
、
彼
の
思
想
を
篤
実
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
心
学
の
路
線
か
ら
か
な
り
逸
脱
す
る
傾
向
を
示
す
融
堂
の
思
想
が
、
「
人
皆
是
の
心
有
り
。
心
皆
是
の
理
を
具
す
も
、
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惟
だ
聖
に
至
っ
て
の
み
、
方
め
て
此
の
妙
を
垂
す
」
　
（
四
書
管
見
三
十
三
）
と
し
て
万
人
の
有
す
る
心
と
理
と
の
相
即
に
条
件
を
附
加
す

る
時
、
そ
れ
は
実
質
と
し
て
朱
子
学
に
非
常
に
接
近
し
た
思
想
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
陸
学
は
、
銭
融
堂
に
至
っ
て
そ
の
活
力
を
失
う
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
象
山
以
降
の
陸
学
内
に
於
て
融
堂
一

人
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
’

　
融
堂
は
「
未
発
」
に
於
る
静
的
な
工
夫
を
重
視
し
た
が
、
こ
の
主
張
は
巳
に
明
州
の
四
先
生
の
一
人
置
蓑
黎
斎
に
於
て
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
【
念
慮
の
未
だ
萌
さ
ず
、
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
れ
ば
、
表
裏
耳
翼
に
し
て
、
一
毫
も
雑
え
ず
、
静
の
至
り
な
り
。
…
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
禦
斎
集
巻
十
静
斎
記
）

　
さ
ら
に
、
潔
斎
の
子
、
象
山
書
院
の
設
立
者
蓑
蒙
斎
は
、
　
「
喜
怒
哀
楽
未
だ
発
せ
ざ
る
の
中
、
こ
の
時
に
於
て
見
る
べ
し
。
賭
ざ
る
聞

か
ざ
る
の
際
、
猫
だ
此
の
時
に
撃
て
の
み
見
る
べ
し
」
　
（
中
庸
講
義
巻
二
・
二
十
丁
）
と
し
て
禦
斎
の
主
張
を
引
き
つ
ぐ
と
共
に
「
礼
と

は
天
理
の
自
然
に
し
て
船
主
も
加
損
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
」
　
（
同
上
巻
三
・
十
二
丁
〕
と
し
て
天
理
の
具
現
と
し
て
の
礼
を
説
く
。
さ

ら
に
「
徳
性
な
る
者
は
問
学
の
根
基
な
り
。
問
学
な
る
者
は
其
の
徳
性
を
発
揮
す
る
所
以
な
り
。
故
に
徳
性
此
こ
に
尊
ば
れ
、
即
ち
問
学

此
れ
に
由
る
。
此
れ
中
庸
の
教
な
り
」
　
（
同
上
巻
四
・
十
二
丁
）
幽
と
し
て
す
べ
て
を
中
庸
に
吸
収
す
る
折
中
主
義
を
説
き
、
遂
に
は
、
　
「

四
先
生
（
張
南
港
・
朱
子
・
呂
東
下
・
陸
象
山
）
に
二
道
な
し
。
透
れ
ど
も
学
者
の
師
承
多
く
異
る
。
こ
こ
に
お
い
て
藩
摘
立
ち
、
珍
域

分
か
る
。
所
謂
己
に
切
な
る
の
実
学
、
君
に
忠
、
親
に
孝
な
る
の
実
心
、
国
を
甘
め
、
世
を
済
う
の
実
用
、
膜
離
乖
即
し
て
有
極
に
會
帰

す
る
能
わ
ざ
る
こ
と
、
反
っ
て
漢
儒
よ
り
甚
し
、
悲
し
む
べ
き
な
り
」
　
（
蒙
斎
集
巻
十
四
鄭
県
学
懇
志
隆
運
生
祠
記
）
と
し
て
、
大
胆
に

も
四
先
生
の
学
を
一
三
の
地
に
帰
せ
ん
こ
と
を
図
る
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
　
「
全
章
は
当
世
の
人
傑
な
り
。
地
歩
は
吾
榔
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
　
（
電
文
靖
比
類
藁
巻
一
）
、
あ
る

い
は
「
某
、
心
よ
り
晦
翁
を
敬
す
」
　
（
紅
鱒
集
巻
藁
・
題
晦
翁
帖
）
と
い
う
明
暉
の
四
先
生
、
遡
れ
ば
、
鵡
湖
の
会
を
主
宰
し
、
朱
引
の

調
停
を
図
っ
た
呂
東
銀
の
主
張
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
か
な
り
の
影
響
力
を
も
っ
て
陸
学
内
に
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
折
中
的
傾
向
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
時
、
農
学
は
そ
の
真
精
神
を
喪
失
し
、
活
力
の
乏
し
い
も
の
と
為
る
他

に
道
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
銭
融
堂
の
思
想
は
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
㌧

　
と
も
あ
れ
、
重
代
の
陸
学
は
、
明
州
の
四
先
生
以
降
全
体
的
傾
向
と
し
て
朱
子
学
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
朱
子

学
の
か
か
え
る
諸
課
題
は
表
面
化
し
な
い
ま
ま
推
移
し
、
明
の
王
陽
明
の
出
現
を
待
つ
ま
で
、
宋
元
明
の
思
想
史
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

①
城
州
の
四
先
生
と
い
っ
て
も
、
沈
豊
川
は
象
山
よ
り
「
年
先
に
、
欝
文
靖
は
象
山
よ
り
後
れ
る
こ
と
八
年
に
し
て
世
を
去
る
。
だ
か

　
ら
比
較
的
長
命
を
得
北
楊
慈
湖
と
衰
勢
斎
の
思
想
の
影
響
が
、
名
実
共
に
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
　
大
田
宗
果
の
弟
子
育
王
徳
光
の
こ
と
。
陳
北
渓
は
こ
の
他
、
　
「
象
山
も
と
光
老
（
徳
光
）
よ
り
こ
れ
を
得
」
　
（
北
漢
集
第
四
門
巻
十

　
二
与
趙
司
直
李
仁
⇔
）
と
い
い
、
陸
象
山
を
禅
宗
と
結
び
つ
け
て
批
判
を
加
え
る
。

③
朱
子
学
に
於
る
「
敬
」
の
位
置
は
「
大
学
或
問
」
に
詳
し
い
。

④
　
宋
代
初
期
に
こ
の
傾
向
を
示
し
た
人
に
「
文
言
・
大
聖
は
皆
孔
子
の
作
る
所
に
非
ら
ず
」
　
（
易
童
子
門
）
と
し
た
欧
陽
修
、
「
金
縢

　
を
以
て
信
ず
べ
か
ら
ざ
う
と
為
す
」
（
二
程
全
書
巻
二
十
二
）
と
し
た
程
子
等
が
居
り
、
こ
れ
に
端
を
発
し
て
自
由
な
経
典
観
が
続
々
と

　
述
べ
ら
れ
る
。
朱
子
も
こ
の
申
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
象
山
流
の
経
典
観
は
、
　
「
経
は
紙
上
の
語
に
あ
ら
ず
。

　
乃
ち
心
中
の
理
の
み
」
　
（
三
浦
心
伝
録
）
と
す
る
張
三
浦
に
已
に
見
ら
れ
る
。

⑤
こ
こ
に
挙
げ
た
二
つ
層
の
例
の
他
に
、
「
朱
子
語
類
」
巻
四
十
一
・
十
四
丁
（
土
版
）
、
半
巻
百
四
・
十
丁
（
明
版
）
に
も
陸
象
山
の

　
克
己
観
に
対
す
る
批
判
が
見
ら
れ
る
。

⑥
朱
子
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
山
里
湖
の
こ
の
克
己
観
を
承
知
し
て
い
た
。
（
朱
子
語
類
巻
四
十
四
・
五
丁
）
当
時
楊
慈
父
の
他
に
「
克
」

　
を
「
能
」
と
訓
ず
る
者
に
林
文
華
が
い
た
ら
し
い
（
同
上
）
林
丈
軒
は
禅
に
か
か
わ
り
を
持
つ
思
想
家
で
、
象
山
の
克
己
観
批
判
も
、

　
禅
宗
の
批
判
と
同
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
朱
子
語
類
巻
百
二
十
四
に
見
ら
れ
る
批
判
は
、
象
山
の
名
の
み
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も

一
の
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
慈
湖
・
禅
宗
一
派
を
含
む
克
己
無
視
の
傾
向
に
対
し
て
な
さ
れ
た
批
判
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
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⑦
無
意
絶
念
に
徹
す
る
「
不
起
意
」
の
工
夫
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
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